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自己紹介

1

平田麻莉

一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・
フリーランス協会 代表理事
PRアドバイザー、出版プロデューサー、ケースライター

慶應義塾大学総合政策学部在学中にPR会社ビルコムの創業期に参画。 リンクアンドモチベーショ

ン、リクルートスタッフィング、インテリジェンス（現パーソル）等の広報経験を通じて企業と個人の関
係性に対する関心を深める。ノースウェスタン大学ケロッグ経営大学院への交換留学を経て、2011
年に慶應義塾大学大学院経営管理研究科（慶應義塾大学ビジネス・スクール）修了。同大学ビジネ
ス・スクール委員長室で広報・国際連携を担いつつ、同大学大学院政策・メディア研究科博士課程で
学生と職員の二足の草鞋を履く。出産を機に退学、専業主婦を体験。

現在はフリーランスで広報や出版、エグゼクティブ教育のためのケースメソッド教材制作（ケースライ
ター）を行う傍ら、プロボノの社会活動として、2017年1月にプロフェッショナル＆パラレルキャリア・フ
リーランス協会設立。政策提言を始めとする6つのプロジェクト活動、フリーランス向けベネフィットプ
ランの提供などを行い、 新しい働き方のムーブメントづくりと環境整備に情熱を注ぐ。政府検討会の
委員・有識者経験多数。

日本ビジネススクール・ケース・コンペティション(JBCC)発起人、初代実行委員長。パワーママプロ
ジェクト「ワーママ・オブ・ザ・イヤー2015」、日経WOMAN「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2020」受賞。
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18,115人
フォロワー数

203社
法人会員数

フリーランスによるフリーランスのための非営利団体として

2017年1月26日に設立

3,132人
一般会員数

フリーランス協会とは

2

（メルマガ、SNS）

アドバイザリーボード理事

#全員 複業
#ほぼ全員プロボノ

#フルリモート
#プロジェクト型

※2019年11月末現在



Copyright 2019 Freelance Association Japan All rights reserved.

政府・自治体
・世論

個人会員

法人会員

（非営利）

フリーランス協会のビジョンと役割

3

③公助への働きかけ
・政策提言
・自治体連携

①互助の場づくり

②共助の仕組みづくり
・ベネフィットプラン
（保険、福利厚生）

・フリーランスDB
推進・発信
・フリーランス白書
・認定アドバイザー養成

・コミュニティ形成、ネットワーク支援
・スキル＆キャリアアップ支援

自分 名前 仕事 人

誰 自律的 築 世 中



Copyright 2019 Freelance Association Japan All rights reserved.

一般会員（有料会員）の属性
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一般会員の地域分布
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④ ⑤一般会員の開業後期間と労働属性
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フリーランス（自営的就労） パラレルワーカー（雇用主が１社）

パラレルワーカー（雇用主が２社以上） その他

③

一般会員数 3,132名

直近は月間200名ペースで増加

※属性グラフは2019年9月1日時点

開業状況 一般会員の職種分布
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26%
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6%

その他
2%
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フリーランスとは
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社会的背景

6

課題：
労働人材不足と経済縮小
・一億総活躍
・人生100年化
・イノベーションの必要性
・地方創生（東京一極集中回避）

機会：
独立・副業の敷居が低下
・ITの進展
・多様な仕事仲介業者やサービス
・SNSによる発信
・副業解禁

多様な働き方が可能＆求められる時代に

複合的な要因から、この2～3年でフリーランスへの注目が高まっている

• 従来は正規雇用・終身雇用が前提

• 現在は柔軟で多様なライフスタイル・
ワークスタイルが求められている

働き方の
多様化

• セカンドキャリアの模索

• 定年後は誰もがフリーランスになりうる

高齢者像の
変化

ムックとしては異例の
1万5千部のベストセラー
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独立系
フリーランス
（雇用関係なし）

副業系
フリーランス
（雇用関係あり）
※派遣・アルバイトを含む

経営者
（法人成り、
マイクロ法人）

個人事業主
（開業届提出者）

すきまワーカー
（定年退職者、
主婦、学生など）

小規模事業者

雇用×
経営者

雇用×
個人事業主

雇用×
すきまワーカー

雇用×
雇用

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約） 雇用

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約）

雇用 起業 雇用雇用

「特定の企業や団体、組織に専従しない独立した形態で、
自身の専門知識やスキルを提供して対価を得る人」

広義のフリーランス

7

出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2018」
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フリーランス人口推計（厚労省）
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出典：「雇用類似の働き方の者に関する調査・試算結果等（速報）」JILPT
https://www.mhlw.go.jp/content/11911500/000501194.pdf

2018年の広義のフリーランス人口は約390万人
（ 「法人成り」している一人社長、副業を含む）

主に「事業者」を直接の取引先（※）
※主な取引先が仲介事業者自身の者や仲介事業者を通じているが主

な相手先は「分からない」という者も含む

約１７０万人

主に「一般の消費者」を
直接の取引先

約５８万人

188万人＋202万人
＝390万人
※労働人口の約6％
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フリーランス人口推計（内閣府）
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出典：「日本のフリーランスについて －その規模や特徴、競業避止義務の状況や影響の分析－」内閣府 政策課題分析シリーズ（2019年7
月） https://www5.cao.go.jp/keizai3/seisakukadai.html

2019年の広義のフリーランス人口は約341万人
（「法人成り」している一人社長、副業を含む）
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多様化するフリーランス

10

出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2018」

スマホ一台で簡単に仕事を請け負うことが可能になった現在、

職種はますます多様化している
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様々なお仕事マッチングサービス

11
出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2019」
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フリーランスの働き方の3タイプ

12

タスク型

プロジェクト型

ミッション型

・バナーやロゴをデザインする
・データ入力や翻訳業務を行う

・人事制度の刷新
・新商品のキャンペーンを実施する

・企業の認知向上、ブランディング
・企業の人材開発（採用～育成）

期間（人日）、作業内容、納品物が明確

期間（数か月～数年）、業務範囲、成果物が明確

期間や成果物は限定せず、ミッションに基づき役割遂行

出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2018」

従来からアウトソーシングとして馴染みのあったタスク型に加え、

近年はより従業員に近い立場のプロジェクト型やミッション型も増加
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なぜフリーランスになるのか？（きっかけ）

13

Q.今の働き方を始めた理由は？
→裁量、時間／場所の自由、能力発揮、挑戦、ワークライフバランス…

n=869

59.4

56.0

46.3

43.8

37.4

26.6

22.6

11.3

8.5

3.7

2.1

1.0

6.8

自分の裁量で仕事をするため

働く時間/場所を自由にするため

より自分の能力/資格を生かすため

挑戦したいこと/やってみたいことがあるため

ワークライフバランスを良くするため

収入を増やすため

ライフイベントに合わせて業務量を調整するため

自分の体調不良のため

子育てとの両立のためにやむを得ず

会社から解雇されたため

勤め先が倒産・廃業したため

介護との両立のためにやむを得ず

その他
出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2019」
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フリーランスの課題
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フリーランスの課題

15

雇用類似の働き方に関する検討会⇒労働政策審議会基本部会⇒
雇用類似の働き方に係る論点整理等に関する検討会へと議論が引き継がれている

ジョブマッチング機関
（業務委託版ハローワーク）

厚生年金
ハラスメントの防止

（セクハラ、パワハラ、
マタハラなど）

失業保険 健康保険組合契約の履行確保

スキルアップ/キャリアアップ支
援・助成

労災保険
契約内容の決定・変更・終了ルー

ルの明確化

最低報酬
出産・育児・介護などの

セーフティネット
（休暇や所得補填）

契約条件の明示

トラブルの相談窓口

労働時間規制

仕事上のトラブル対策
Business Trouble

仕事上のリスク対策
Business Risk

生活健康のリスク対策
Life Risk

厚生労働省「雇用類似の働き方に関する検討会
報告書」の５（１０）総括で挙げられた事項等を基
に、平田が加筆整理
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/00002007
51.html
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当事者たちの課題認識

16

Q. :フリーランスや副業をするといった新しい働き方を
日本で選択しやすくするためには、何が必要だと思いますか？

n=869

出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2019」

63.6
59.6

52.0
51.3

49.9
47.1
46.5
45.9

44.5
42.7

40.0
38.3
38.3

37.4
35.3

25.5
15.1

6.3

- 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人

出産・育児・介護などのセーフティネット（休暇や所得補填）
健康保険組合

厚生年金
フリーランスと被雇用（会社員）を自由に行き来できる仕組み
多様化・高度化するフリーランスに適した仕事を増やす仕組み

企業における、フリーランスに対する偏見や誤解の是正
フリーランス同士のネットワーキング・協働ができる仕組み

労災保険
企業に対する、契約時の条件明示の義務付け

金融機関や不動産会社等における社会的信用の確立
企業に契約内容の決定・変更・終了ルール明確化を指導・義務付け

企業に対し、契約の履行を確保させる制度や仕組み
企業とのトラブル時の相談窓口の設置

スキルアップ/キャリアアップ支援・助成の仕組みの整備
ジョブマッチング機関（業務委託版ハローワーク）の整備

ハラスメント（セクハラ、パワハラ、マタハラなど）の防止策整備
労働時間規制

その他
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1）ライフリスクの問題

17

独立系

フリーランス
（雇用関係なし）

副業系

フリーランス
（雇用関係あり）
※派遣・アルバイトを含む

経営者
（法人成り、
マイクロ法人）

個人事業主
（開業届提出者）

すきまワーカー
（定年退職者、
主婦、学生など）

小規模事業者

雇用×
経営者

雇用×
個人事業主

雇用×
すきまワーカー

雇用×
雇用

業務委託契約
（toB／toCの請負契約
または準委任契約）

雇用

経済法（独禁法、下請法）、民法（請負、準委任） 適用法 労働法（本業時）＋経済法、民法（副業時） 労働法

健康保険組合or
協会けんぽ

国民健康保険
or扶養

扶養or
国民健康保険

健康保険 健康保険組合

第２号 第１号
第３号or
第１号

年金保険 第２号 or 第３号

× × × 雇用保険 ◯ ◯ ◯ ◯

×
※但し、特別加入制度あり

労災保険 ◯ ◯ ◯ ◯

× × × 労働時間規制 通算義務なし 通算義務有

雇用 起業 雇用雇用

出典：「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2018」

業務委託契約
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会社員とフリーランスの社会保障の差

18

正社員 非正規社員 経営者・役員 フリーランス

雇用保険 失業保険
○ △ × ×

育児休業給付・
介護給付

○ △ × ×

職業訓練給付
○ △ × ×

労災保険 所得補償
○ ○ × ×

傷病補償
○ ○ × ×

健康保険 被用者
○ ○ ○ △

（国民健康保険）

年金保険 厚生年金
○ △ ○ △

（国民年金のみ）

労働法 育児・介護休業
○ △ × ×

その他 キャリアアップ助
成金

× ○ × ×
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現行の社会保険制度の問題点

19

フリーランスはあらゆるライフリスクにさらされている

健康保険

• 疾病手当金、出
産手当金が無い
（任意給付）

• 働き盛り世代の
予防医療に割く
財源の余裕がな
い

• 経済的負担が大
きい

雇用保険

• 介護休業給付金
がない

• 育児休業給付金
がない

• 職業訓練給付金
がない

労災保険

• 病気やケガで働
けなくなった瞬間
に収入が途絶え
る

年金保険

• 一階建て年金で
老後の備えは会
社員と大きな差

健康
リスク

妊娠・出産
リスク

介護
リスク

無収入
リスク
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妊娠・出産リスク

20

会社員Aさん 個人事業主Bさん

6w 8w 180d

産前 育休

休業補償あり 自主休業（休業補償なし）

前提：両者ともに
・働き方＝週5日8時間
・出産日＝2018年2月1日
・月収 ＝30万円

産後

計 ¥2,884,366

出産育児
一時金
+¥420,000

出産
手当金
+¥653,366 収

入

支
出社会保険料

¥0 （産休育休期間ともに免除）

育児休業
給付金
+¥1,811,000

収
入

支
出

6w 8w

産前 育休産後

出産育児
一時金
+¥420,000

1歳まで

出産
手当金
+¥0

社会保険料
-¥128,163

育児休業
給付金
+¥0

社会保険料
-¥427,210

計 −¥135,373

180d 1歳まで

Aさん¥2,884,366
－Bさん -¥135,373
＝ ¥3,019,739

出典：「雇用関係によらない働き方と子育て研究会 提言書」

※2019年4月より、国民年金第一号被保険者も、産前産後
期間（出産予定日の前月から4ヶ月間）は、国民年金保険
料が免除となった。ただし、国民健康保険料、介護保険料
は依然として納付の必要がある。

もらえる／
支払うお金に
300万円の差

・妊娠・出産・育児を経て仕事を継続している人の復帰タイミングは、
産後2ヶ月以内が59.0%、産後1ヶ月以内でも44.8%にのぼる

・全体の63.1%が扶養ではなく自身で健康保険料を納付しているにも関わらず、
出産手当金の給付を受けられているのは僅か19.3%

・改善を求めるChange.orgの署名は14,000名に迫り、 2018年6月厚労省へ提出
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2）ビジネスリスクの問題
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報酬未払い 支払い遅延

消費税
転嫁拒否

過度な
リテイク

口約束

受領拒否

囲い込み
損害賠償
請求

パワハラ
セクハラ

一方的な減額
買いたたき

「フリーランスあるある」として、企業間取引では考え難い事案が横行
下請法の資本金制限が大きな痛手となっている
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出版業界における契約締結の実態

22

4

出典：「編集者に対するアンケート」 プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会（調査時期：2017
年10月16日～11月2日）
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報酬トラブルの実態（#STOP未払い）
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出典：「未払い報酬に関するアンケート」 プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会（調査時期：
2018年12月27日～2019年1月11日）

69.7

30.3 未払いの経験がある

未払いの経験はない

(単位：%)

Q1:フリーランスになってから現在までの間で、
「仕事をしたがクライアントが報酬を払ってくれない」
という経験はありますか?
（報酬の一部が未払いの場合も含みます。以下同様）

Q2:これまで、報酬未払いが起きた際にどのようなアクションを
起こしましたか？（いくつでも）

42.2

29.4

23.9

13.8

12.8

7.3

5.5

13.5

泣き寝入りをした

報酬未払いされたことはない

身近な人に相談をした

無償・有償を問わず法律相談窓口へ行った

公的機関の相談窓口へ相談に行った

訴訟提起した

クライアントとの交渉を弁護士へ委任した

その他

(n=109)

(n=109)

Ｑ3：Q2「泣き寝入りをした」を選択された方は、どんなことが障害になり
ましたか？（いくつでも）

(n=46)

36.9

36.9

32.6

30.5

21.8

40.1

勝てる見込みがないと感じたから

どうすれば良いかわからなかったから

弁護士費用が負担に感じた

心証が悪くなりそうだから

訴訟の拘束時間が受け入れられなかった

その他

Q4：報酬未払いが発生したときに、弁護士費用無料で、督促状の送

付、和解交渉や訴訟手続きなど実施してくれる保険商品があれば、加
入したいと思いますか？

16.5

64.2

6.4
12.8

加入したい

保険料が安ければ加入したい

加入したくない

わからない

(n=109)
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報酬トラブルの実態（#STOP未払い 自由記述）
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出典：「未払い報酬に関するアンケート」 プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会（調査時期：
2018年12月27日～2019年1月11日）

理由 未払い金額 具体的な状況

音信不通 1万円 納品後連絡が取れなくなった

10万円 仕事を始めたが途中でクライアントから返信がなくなった

5万円 会社の担当が突然いなくなり、会社も被害を受けていると言われ、うやむやになった

15万円 担当者(死亡)による使い込みで、社長は関係ないと言われた

契約未締結 30万円 途中でプロジェクトがなしになった。契約書なし・前金なし

不明 先方が勝手にボランティアと思いこんでいた。契約書をくれない（慣例と説明されてお茶を濁さ
れた）。相談なく勝手に仕事を減らす（＝量も支払も4分の1へ）

資金繰り悪化 10万円 資金調達がうまくいかなかったため、まず1ヶ月目からいきなり未払い

14万円 案件の大元への経費申請が終了していたため（孫請けだった）

80万円 孫請けで受注しており、元請け自体もクライアントからの報酬の支払いが遅れていたため。元請
けも個人事業主なので、下請け（私）への支払いを立て替えることができなかった

120万円 先方の会社の業績不振

金額不明 会社が倒産してもらえなかった

難癖 10万円 一方的にこちら側の賠償とされた

300万円 追加の要件変更と、最終的な仕上がりに満足していない等の理由を述べられて

1000万円 建築設計の最終納品時に図面を受領せず、納得がいかないとごねられた

1500万円 開発完了後メンテナンスで回収を予定していたがソース一式のみ別会社持っていかれそのまま
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報酬トラブル弁護士費用保険「フリーガル」
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協会設立当時から要望の多かっ
た報酬トラブル対策として、8月17
日から申込み受付を開始。
（契約トラブルへ対応は厚労省検
討会でも優先課題の最上位）

日経電子版のイブニングスクープ
→新聞朝刊1面、その他多数のオ
ンラインメディアで話題に。
公取委、厚労省、中企庁との合同
プレス勉強会も開催し、約30名が
参加。
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ハラスメント被害経験

26
出典：フリーランス・芸能関係者へのハラスメント実態調査報告書2019
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ハラスメント被害内容
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出典：フリーランス・芸能関係者へのハラスメント実態調査報告書2019
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今こそ、転換期
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「働き方に中立な」社会制度、就労環境の整備を

とはいえ自分で
選んだ道だし…

自由と保障を両方
求めるなんて

我儘だ

そのくらい自分で
何とかできないなら独

立しなければ
いいのに

覚悟と実力が足りな
いのでは？

俺は乗り越えてきた
(だからお前も
乗り越えろ)

▼これまで：根強い「自己責任論」、フリーランスは「選び、選ばれし者」

▼これから：「誰もが自律的なキャリアを築ける世の中へ」
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フリーランスが緩和を望む規制の例
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・兼業副業の労働時間把握
兼業副業に関するガイドラインにおいて、業務委託に関しても、安全配慮義務の観点から労働時

間の把握（自己申告ベース）を推奨しているように見受けられるため、企業が副業解禁に消極的に
なっている。

・公務員の兼業副業の受入れ／送り出し
政府や自治体における業務委託での人材登用を行いやすくすること、公務員自身の兼業副業を

認めることで、多様な働き方に関する理解が深まる。

・下請法の資本金上限
資本金1000万円以下の企業が無法地帯となっている。現代において、資本金要件が必ずしも企

業の力関係を判断する根拠とはなっていない。

・法人登記手続きの電子化・簡易化
印鑑登録や公証役場における定款承認などの物理的移動を伴う手続きが法人成りを抑制。
身体的理由や子育て介護等の事情により、多様で柔軟な働き方を必要とする層が外出が難しい

場合もある。

・マイナンバーカードの過剰なセキュリティ
取引先毎にカードの両面コピーを簡易書留で郵送するのは取引先が多数に及ぶフリーランスに

とって非常に煩雑。源泉徴収、確定申告等も含め、一括で情報管理・紐づけをご検討いただきたい。
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